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一つ目が⽛…を直接目指すこととしての考え (思惑)⽜(das Meinen als das unmittelbare
Sichrichten auf…)，二つ目が⽛与えられているものを信頼しながら受け入れることとしての考
え(思惑)⽜(das Meinen 〔minne〕 als das vertrauende Aufnehmen des Gegebenen.)であり，三つ目が
⽛或るものを自己のものとして手離さずに主張することの意味での考え(思惑)⽜(das Meinen,
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注1) この論稿を進めていくにあたっては，ハイデガーの⽝杣径⽞⽛ヘーゲルの経験概念⽜，Heidegger, M Hegels








3) 高橋 勝(2007)⽛第三章 受苦的経験の人間学⽜⽝経験のメタモルフォーゼ⽞勁草書房においては，ハイデ
ガーによるヘーゲルの経験概念の解釈を自己形成論の視点から試みている。この高橋の自己形成論としての
経験概念の解明を，本稿では，さらに深化・発展させる必要があると考え，論を展開してみたい。




















している。Fink, E(1977) Hegel, Phänomenologische Interpretation der Phänomenologie des Geistes, Frankfurt
a.M. 以下，本稿中では，Fink. 1977 とし，その後に頁数を記す。
9) ヘーゲル⽝精神現象学⽞においては，Hegel , G.W.F Phänomenologie des Geistes, hrsg.v.G.Lasson,





10) Marx, W Hegels Phänomenologie des Geistes : Die Bestimmung ihrer Idee in „Vorrede“ und „Einleitung“,
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